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親の会では、7月２６日、聾学校の通級指導教室を利用していた岩倉先生をお迎えし、講演をしていただきま

した。岩倉先生は地域の小学校・中学校・高等学校を卒業され群馬大学に進学、現在は特別支援学校の先生とし

て御活躍されています。講演では、聴覚障がいの当事者としての目線から学校生活の過ごし方や自分の障がいと

向き合うことなどについてお話ししていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演のはじめに、岩倉先生から自分の生い立ちや障がいの程度についてお話ししていただきました。その後

のお話の中でも、「機械を通しての音が聞き取りにくい」や「会話で聞き取れなかった部分は相手の口の動き

を見て、前後の文脈から想像している」など、自分の聞こえや聞こえなかった時の対応を具体的に説明する姿

が印象的でした。そんな岩倉先生が自分の障がいと向き合うきっかけとなったのは、２人の聴覚障がい者との

出会いだったそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な経験や人との出会いを通して、自分の障がいについて考えるようになったことがわかりました。講演後

には、保護者や生徒からの質問にも答えていただき、充実した時間を過ごすことができました。 

 

 

出会い① 

小４の時に出会った聾学校の通級指導教室教室の難聴の先生 

→難聴でも職業に選択肢はあるのだと気づき、自分の人生の見通しをもつことができた。 

出会い② 

大学時代に出会った３つ上の難聴の先輩 

→自分と同じくらいの聴力、育ってきた環境も似ている先輩。難聴ゆえの困難さ、手話の良さ・楽しさ、

自分がしてほしい配慮を相手に伝えることの大切さ、聴覚障がいとはなんなのかなどたくさんのことを教

えてくれた。先輩との関わりの中で、今までは曖昧だった難聴ゆえの困難さに気づき、自分に必要な配慮

は自分でしっかり把握して相手に言わなければいけないということを改めて気づくことができた。 



いくつ釣れたかな？ 

大漁だ！バンザーイ！ 

さかなも作りました。 

よ～くねらって… 

 

 

聴覚障がいがあることで周りの人とのコミュニケーションに悩むかもしれません。私自身も聞こえるふりを

して、その場を取り繕ってしまうことも多かったです。ただ、そんな学校生活、楽しい？って聞かれたら…

…？微妙ですよね。勇気を出して、自分が取りやすいコミュニケーションを周りに伝えてみてください。きっ

と良い方向に変わっていくのではないかなと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学生は、「魚釣りゲーム」で遊びました！活動の様子です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・共感出来るところがあり、良いお話を聞けました。【生徒】 

・自分の障害についてよく知ることの大切さ、必要な支援は何か、とても考えさせられました。改めて、

子どもの気持ちに寄り添い、たくさん話をしたいと思いました。【保護者】 

・難聴の方がどんなことを感じたり、考えたりして学校生活を送ってきたか知ることができ、大変参考

になりました。受験の際に難聴者に配慮があることも初めて知りました。日頃からこまめにコミュニ

ケーションをとりながら、押し付けない援助ができればいいなと思いました。【保護者】 

↑制作途中の様子です。 

しゃぼん玉がだんだん増えてきています♪ 

 

「通級・教育相談にひとこと」というテーマで、皆さんに通級や教育

相談で楽しいことや勉強になったことなどを書いてもらっています。 

・みんなで色々そうだんしてルールを考えることができて楽しかったです！ 

・自分だけの魚が作れたので良かったです。 

・魚と釣り竿を作ったりお菓子をもらえたりしたから、うれしかった！ 

小学生の感想 


